
～富山の郷土料理～「いとこ煮」
報恩講（親鸞聖人の命日）の際や、収穫祭などに食べられる料理

です。小豆と一緒に秋冬野菜を煮込んで、醤油や味噌で味付けを

した郷土料理です。「いとこ煮」の名前の由来は、硬い食材から

順々に「追々と煮る」ことから、オイ（甥）オイ（甥）と通じる

ためだからという理由や、畑で採れた根菜類ばかりを煮ること

から、近親関係の従兄弟どおしのような材料を使っているからと

言われています。

11月　　給食だより

日が暮れるのが早くなり、だんだんと寒さも増してきました。

新型コロナウイルスに加え、風邪やインフルエンザなどの感

染症の流行も心配な季節です。

しっかりと体調を整えて、本格的な冬に備えましょう。夜は

早めに休み、ぐっすりと寝て、疲労回復に

努め、朝はゆとりを持って起き、バランスの取れた朝食が

しっかり食べられるようにリズムをつくりましょう。

消化を

助ける

食べ過ぎ防止

顎の発達虫歯予防

素材の味を

より感じられる

情緒安定

につながる

脳の活性化

硬いものを食べると自然とよく噛むように

なりますね。

年齢に応じた食材を選ぶ必要がありますが、

食パンをトーストしたり、フランスパンを

よく噛むのもおすすめです。

よくかんで食べよう

実りの秋 秋はお米やイモ類、木の実やきのこ‥いろいろな作物が実る時期です。秋の野菜や果物に

は脂肪分や糖分が多く含まれているため、冬に向けて栄養を蓄えることができます。きの

こには、ビタミンや食物繊維が多く含まれ、カラダの調子を整える役割があります。旬の

美味しいものをたくさんいただいて、寒い冬に向けて支度をしましょう。

その年に初めてとれたお米

などの穀物を神様にお供え

し、恵みに感謝し頂く儀式

です。農作物の収穫を喜び、

神様にお供えして感謝する

「収穫の日」が「勤労感謝

の日」として制定され、現

在では働く人全てを感謝す

る日になりました。

新嘗祭と

勤労感謝の日 子どもの成長を祝う七五三
11月5日の七五三は、7歳・5歳・3歳の

子どもの成長をお祝いし、元気に育つ

ようお願いする日です。

これまで無事に成長したことに感謝し

今後も健やかであるようにお参り

します。お祝いする子どもたちが

持っている「千歳飴」。千歳は千年と

いう意味で、子どもの健康と成長を

願い「長く伸びる」という意味と、

長生きすることへの願いが込められて

います。色は縁起の良い紅白で、

袋には鶴と亀や松竹梅が描かれて

おり、長寿や健康が表現されています。


